








小児期に発見された腎尿路奇形 225 例の集計から以下の結果を得た。発見動機としては,

多嚢腎では腹部腫瘤,胎児エコー所見が多く,低形成腎では1歳未満では哺乳力低下,1歳以

降では検尿異常が多かった。予後と発見時年齢とは無関係であった。他の合併奇形は各疾

患において 27.3%～100%にみられた。早期発見には胎児エコーおよび各種奇形の有無,検尿

異常者に対する尿中ミクログロブリン測定,腎形態学的検索が重要である。 


